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い様 に思 われ る.ω 一ク ロルア 七 トフエ ノンを∫'取二採 ると先づ グリニヤ ー化会・物1モ ノしが ケ トン
基 に作 用 して ク ロル ヒ ドリン型 化合物(冊)が 生成 す るが直 ちに頴 ぞ{'}Brを脱 離r;噌る.そ して(四)
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CH2-CC6H5てC6H40CH3) 縣位                  p-CH30C6ii.t.:,lgBr
    l  t        -一一一一一→CH30C6H聾CH2COC6H5-一一 → こ'II)
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      t
は分子 内轄位 に依b結 合 を雫均 化 して結局 ケ トン化 合物(IX)と なつて一旦安定化 す る・蕪で分
子内榑 位に當 り,フ エ ニル基 とp一ア ニシル基 との執 れが 移動 す るかが問題 とな る.併 し例 えば
Baebrnannの 混合 ピナユールの ピナコロン縛位 に關す る研究共他 力寸,し て もr・アニシ ル 基 は
フエ ニル基 よ りも縛 位 し易い ものであ るか ら,ケ トン化合物 としては(双)式 の ものが生成 す る
で あ ろう と推 定 され る.之 は勿論直 ちに 過剰 に存在 す るグ リニヤ ー化でヤ物 と反胞{し,1,2・ ヂ・1二・
ア ニシルー1・フエ ニルー1一エタ ノール(VI)と な る㌧睾で ある.
 斯様 な反慮 機撫 を ク ロルデ スオキシア ニソイン(1)の グ リニヤー反慮 に適 用す ると分子 内傳
位 の起 る理 山を巧 く説 明 す ることが出來 る.
    C2H5MgBr                        -MgCIBr  
(1)一 一→CII30C6H4・CHCI・C(OMgBr)(C211s)C611.IDCHn-→
                  縛位                c2115MgBr  
CII30Coll.iCH-C(C2H5)CollLOCII3  ・一 一→(ClI30CGH↓)LCH--COC.,II5-一→(亙)
       l l
         O
         1
 斯様 にα・ハ ロゲ ン化 ケトンの グ リニヤ ー反慮では反慮過程 の うちにハ ロゲ ノヒ ドリンの脆 ハ
ロゲ ン化水素,或 いはα・ヂ オールの脆 フkに方きけ ると酷似 しナこ分 子内1購 ㌃の段階 が常 に包含 され
てい るので はないか と思 われ る.
 術 卜記2種 の方法 に依 り製取 されるL2・ヂー1・ア ニシルLフ エニルエチ レンの エチ レン水素 を臭
素 置換 す ると既に強い 獲 情作用の あ ることが知 られてい る1,1・ヂ・;'一アニシル・2一フェニル・2・プ ロ
ムエチ レンの異性罷 が生成 す る筈 であ る.本 化合 物の 牙 η作 用如何 は薬物學 約に興味深 く感ぜ
られ るので,該 臭素 化反慮 を試 射 こが,粘 稠 な油朕罷が生成 し,結 品化せ しめ るこ とが出來な
いので精 製が困 難で あb,未 だ4滑 豊試験 は行つていない.
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             舟 阪  渡 ・横 川 i親雄
 低温 タールより内燃機關用燃料を製造するに際して,先 づ解決しなければなζ,1ハ事は酸性油
の宇性瀬化叉は除去の問題である.こ の問題に劉して,從 來高野水素添加分解法に依る中性油
                   (139)
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化が盛 に研 左せ られて來 ナこのであ るが,筆 者等 は装 置,操 作の簡 軍化 を期 す る口的 で常堕 水素
添加分解法 に依 る中性 油化及軽 質油化を試みた.3ぐ 同時 に溶 剖 に依 る酸 性1由の除 去を試瞼 し,
共 に基礎 實験 に於 て良好 な結果 を得 たコll二は)ヒに報告 した所 であ る.
 今回は これ等 基礎實験 に依 り得 己,れたt噛 鱒1藻 を基 に して,實 際 低温 タールを試料 として常
堅水素添加分 解を試験 した結 果 について報 告す る.
 試料 は 「1産液腱燃 料才朱式會41【1若松=E場 多芝の低温 タ■一・一・レ粗 中油 及 これの200～300℃ 溜分 をll∫蒸
溜 した もの,更 にMethalx)1水 溶液 に依 り粗 中油 より分離1区得 した酸 性汕の180～280℃ の 溜
分 を使用 しナこ.酸 性油の含量 は夫 々40%,斗5%,95%の もので7F均 分 子量 は225,195で あつた.
 角蜀媒は先 きの基礎實瞼 で良好 な結 果を示 した 所の輌 島縣庭 阪 産 黄 土,FeCOH, Fe十Cr+
K1es(20:5375wt.%)及Fe2{》;:+Kieヌ,(20、80、vt.%)を 使用 し,貰 瞼 方法 は全 く前 報の通 りに 行
つた.
 實瞼結 果は次表 に示 した通 りで ある.
 この表 か ら明か な様 に,Fc+Cγ 十X;ユs角蜀媒及黄土 に依 り從 來活性 な りと帳告 ぜられて いる
]k系 樹 裳に匹敵す る禾呈度の域績 を牧 め,今 後工業 化に際 しては種 々考察 すべ き黙 ぱあ るが,一
憾.[1Hk化 の可能 性を認 力た.
  一實 瞼 番 號ll.・.・i・!・ いi・i・
1空問灘 灘 糊 撫1詳i辮離1韓
 フ1く素 圭ま(1里 、;命一翼ヒ〔わf,IZ・婁文)  12.5    14.7    8.6     10.0    7,6     6.9     6.9     6.2
  生 成 ・由 量(%)173・368・ ・16・.・8… 7.・7・.・1・6.・!・ ・.・
  ～械 ガ ス 量(立/cc)10・02 〔鵬3- 一 一 〇・201010・09
  罵   イ生   y由  量(%)   5.2     8.7   i 11.0    18.9    17,5    10.0    48.8    25.()
 ∠F均 分 子 量1135.51↓4.81415 - - 136.0 - 一
         石 炭 の 粘 結 性 に 就 て
                 (策 コ報)
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 石炭の粘結性に關 しては從来種 々の焼があるが,一 般には溶剤 に依つて抽出せ られる威分即
ち 「ビチ=メ ン」が その最 も電要な因子であろうと考えられる.こ の粘結成分の起源 に封 し
ては'元 の植物質のIlur7,やWaehsに 山来するとの説や又蛋白質に由來するとの論がある.
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